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　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　 中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　 中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　 シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　 Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　 構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編，（売り切れました）
第 51 号　 地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　 オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　 本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　 タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　 地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，（売り切れました）
第 59 号　 沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２ ．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３ ．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４ ．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５ ．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸） 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
　※ このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．
クリアファイル：学会創立125周年記念オリジナル．A4対応両面カラー．3枚１セット500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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１．日本地質学会賞
授�賞対象：地質学に関する優秀な業績をおさめた本会正会
員もしくは名誉会員，またはこれらの会員を代表とする
グループ．

応�募方法：正会員，名誉会員，支部，および専門部会によ
る推薦（自薦も可）．所定の様式による．

２．日本地質学会国際賞
授�賞対象：地質学に関する画期的な貢献があり，加えて日
本列島周辺域の研究や日本の地質研究者との共同研究な
どを通じた日本の地質学の発展に関する顕著な功績が
あった正会員および非会員．

応�募方法：正会員，名誉会員，支部，および専門部会が推薦．
所定の様式による．

３．日本地質学会小澤儀明賞・柵山雅則賞
授�賞対象：地質学に関して優れた業績を上げた，2018 年９
月末日で満 37 歳以下の正会員（研究テーマによって小澤
儀明賞・柵山雅則賞のいずれかを授与）．

応�募方法：正会員，名誉会員，および専門部会による推薦（自
薦も可）．所定の様式による．

４．日本地質学会研究奨励賞
授�賞対象：2016 年 10 月から 2018 年９月までの過去２年間
に「地質学雑誌」および「Island�Arc」に優れた論文を
発表した著者．2018 年９月末日で満 35 才未満の正会員．
筆頭著者であれば共著でもよい．
応�募方法：推薦理由書添付（400 字程度）．正会員・名誉会
員および専門部会であればどなたでも推薦ができます．

５．日本地質学会論文賞
授賞対象：
　１�）2015 年 10 月から 2018 年９月までの過去３年間に「地
質学雑誌」に発表された優れた論文．

　２�）2015 年４号から 2018 年５号（９月）までの過去３
年間に「Island�Arc」に発表された筆頭著者が本会会
員による優れた論文．

応�募方法：推薦理由書添付（400 字程度）．正会員・名誉会
員および専門部会であればどなたでも推薦ができます．

６．日本地質学会小藤文次郎賞
授�賞対象：2016 年 10 月から 2018 年９月までの間に重要な
発見または独創的な発想を含む論文を発表した会員．
応�募方法：推薦理由書（400 字程度）．正会員・名誉会員お
よび専門部会であればどなたでも推薦ができます．地質
学雑誌・Island�Arc 誌以外で発表された論文は PDFに
よるコピーを添付して下さい．

７．日本地質学会功労賞
授�賞対象：長年にわたり地質学の発展に貢献のあった本会
正会員もしくは非会員．またはこれらを代表するグルー
プ．
応�募方法：正会員・名誉会員，支部，または専門部会が推薦．
所定の様式による．

８．日本地質学会表彰
授�賞対象：地質学の教育活動，普及・出版活動，新発見お
よび露頭保全，あるいは新しい機器やシステム等の開発
等を通して地質学界に貢献のあった個人，団体および法
人．対象者は会員・非会員を問いません．
応�募方法：正会員・名誉会員，支部，または専門部会が推薦．
所定の様式による．

注�）日本地質学会賞・国際賞・研究奨励賞・小澤儀明賞・
柵山雅則賞の受賞候補者は，過去においてそれぞれの賞
を受けていないことが要件となります．

2018 年９月

一般社団法人日本地質学会各賞選考委員会　
各賞選考委員会　委員長　竹内　誠

委員　伊藤　慎・岩森　光・海野　進・大藤　茂
折橋裕二・笠間友博・亀尾浩司・川端清司
小松原純子・菖蒲幸男・田村芳彦・中澤　努
保柳康一・道林克禎・武藤鉄司・山口耕生

山路　敦

　日本地質学会では今年も運営規則第 16 条および各賞選考規則（本号別途掲載）にしたがい，下記の賞の候補者を募集い
たします．ご応募いただいた方の中から，各賞選考委員会（委員は理事会の互選と職責により選出）が候補者を選考し，理
事会での決定，総会での承認を経て表彰を行います．
　論文賞・研究奨励賞の対象論文リストについては，地質学会のホームページ（http://www.geosociety.jp/）をご覧いただ
くか，または，学会事務局までお問い合わせください．
　下記の応募要項をご参照の上，各賞選考委員会（学会事務局）あてにご応募下さい．期日厳守にて，たくさんのご応募を
お待ちしております．なお，ご応募いただいた場合には，必ず受け取りのお返事をお出ししますのでご確認ください．

応募の締め切りは各賞とも，2018 年 11 月 30 日（金）必着です．
所定の様式による，とあるものは事務局にご請求下さい．

送付先：
郵送，e-mail 送信いずれも可，なるべく電子ファイルでの提出をお願いします．

ご応募いただいた場合には，必ず受け取りのお返事をお出ししますのでご確認ください．

〒 101-0032　東京都千代田区岩本町 2-8-15　井桁ビル６Ｆ　一般社団法人日本地質学会各賞選考委員会
TEL：03-5823-1150，e-mail：main@geosociety.jp

2019 年度一般社団法人日本地質学会各賞候補者募集について
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（関連資料）

一般社団法人日本地質学会各賞選考規則

（目的）
１．本規則は，一般社団法人日本地質学会（以下地質学会
という）運営規則第 16 条３項に基づき地質学会の各賞選
考に関する手続きを定める．

（選考）
２．各賞の選考は，理事会のもとにおかれる各賞選考委員
会が行う．各賞選考委員会については別途定める．

（各賞の受賞対象および応募資格等）
３．日本地質学会賞の応募に関する細目は次のとおりとす
る．
　１�）応募資格：正会員，名誉会員，ならびに前記のもの
を代表とするグループ．ただし，過去において本賞を
受けていない者．

　２�）応募方法：正会員，名誉会員，支部および専門部会
による推薦，自薦も可とする．所定の様式による．

４．日本地質学会国際賞の応募に関する細目は次のとおり
とする．
　１�）応募資格：正会員および非会員．ただし，過去にお
いて本賞を受けていない者．

　２�）応募方法：正会員，名誉会員，支部および専門部会
による推薦．所定の様式による．

　３�）国際賞の授与は毎年度１名以内とする．
５．日本地質学会 Island� �Arc 賞の授賞対象は次のとおり
とする．
　１�）募集開始年の３年前と２年前に Island�Arc 誌に発表
された論文．

６．日本地質学会小澤儀明賞・柵山雅則賞の応募に関する
細目は次のとおりとする．
　１�）応募資格：募集開始年の９月末日で満 37 歳以下の正
会員．ただし，過去において本賞を受けていない者．

　２�）応募方法：正会員，名誉会員および専門部会による
推薦．自薦も可とする．所定の様式による．

　３�）賞の名称は，受賞する研究のテーマによって各賞選
考委員会が定める．

７．日本地質学会論文賞の受賞対象は次のとおりとする．
　１�）募集開始年９月までの過去３年間に地質学雑誌に発
表された論文．

　２�）募集開始年９月までの過去３年間に Island�Arc に発
表された，筆頭者が地質学会会員による論文．

　３�）応募方法：正会員および名誉会員，専門部会による
推薦．400 字程度の推薦文を添付すること．

８．日本地質学会小藤文次郎賞の受賞対象は次のとおりと
する．
　１�）募集開始年９月までの過去２年間に重要な発見また
は独創的な発想を含む論文．

　２�）応募方法：正会員および名誉会員，専門部会による
推薦．400 字程度の推薦文を添付すること．

９．日本地質学会研究奨励賞の受賞対象および資格者は次
のとおりとする．
　１�）募集開始年９月までの過去２年間に地質学雑誌およ
び Island�Arc に発表された論文の著者．ただし，過去
において本賞を受けていない者．

　２�）募集開始年９月末日で満 35 才未満の会員．筆頭著者
であれば共著でもよい．

　３�）応募方法：正会員および名誉会員，専門部会による

推薦．400 字程度の推薦文を添付すること．
10．日本地質学会優秀ポスター賞の受賞候補者の応募およ
び選考に関する細目は次のとおりとする．
　１�）応募対象：各賞選考委員会が対象と定める講演会に
おいて発表されたポスター講演の発表者またはこれら
を代表するグループ．

11．日本地質学会功労賞の受賞候補者の応募に関する細目
は次のとおりとする．
　１�）応募対象：地質学会正会員および非会員，またはこ
れらを代表するグループ．

　２�）応募方法：正会員，名誉会員，支部または専門部会
による推薦，所定の様式による．

12．日本地質学会表彰の応募に関する細目は次のとおりと
する．
　１�）応募対象：会員および非会員の個人，団体または機関．
　２�）応募方法：正会員，名誉会員，支部または専門部会
による推薦，所定の様式による．

（応募に関する告示）
13．各賞の応募に関する告示は，応募締め切り期日の３カ
月前までにNews 誌，Web サイト等で行う．

（選考結果の記録と報告）
14．各賞選考委員会は，選考過程と選考結果について文書
で理事会に報告する．

（規則の変更）
15．本規則の変更は理事会の議決による．

附則
　本規則は，2009 年９月３日から施行する．
　2011 年４月２日，一部改正．
　2012 年４月７日，　　〃
　2013 年５月 18 日，　　〃

一般社団法人日本地質学会各賞選考委員会規則

（目的）
１．一般社団法人日本地質学会（以下地質学会という）各賞
選考規則第２項に基づき，本規則を定める．

（委員の構成および選出）
２．各賞選考委員会（以下選考委員会という）は，理事会
が推薦する 10 名の委員と前・現地質学雑誌編集委員長お
よび前・現副委員長，Island�Arc 前・現編集委員長で構
成する．
　１�）理事会推薦委員の 10 名は，専門を考慮して理事の互
選により選出し，委員長はこの委員間の互選とする．

　２�）理事会推薦委員の任期は 2年とする．

（選考検討委員会等の設置）
３．選考委員会は，日本地質学会賞，日本地質学会国際賞，
日本地質学会小澤儀明賞・柵山雅則賞ならびに日本地質
学会 Island�Arc 賞の選考に関しては，選考委員会のもと
に随時，選考検討委員会を設置して諮問することができ
る．
４．日本地質学会賞，日本地質学会国際賞ならびに日本地
質学会小澤儀明賞・柵山雅則賞の選考を行う選考検討委
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員会は，前・現地質学会長，過去３年間の日本地質学会
賞受賞者，前・現地質学雑誌編集委員長，前・現 Island�
Arc 編集委員長および執行理事会が推薦する若干名の委
員など 10 名程度で構成し，委員長は委員間の互選とする．
５．日本地質学会 Island�Arc 賞の選考検討委員会は，現
Island�Arc 編集委員長とEditorial�Advisory� Board のメ
ンバー若干名によって構成し，委員長は委員間の互選と
する．
６．選考委員会は，優秀ポスター賞の選考に関して，随時，
優秀ポスター賞選考委員を任命し，その意見を選考の参
考にすることができる．

（利益相反）
７．選考委員会委員ならびに選考検討委員会委員が受賞候
補対象者となった場合，または委員と候補者の関係が深
い（親族，共同研究者，研究指導者など）と判断される
場合は，地質学会利益相反防止規則に基づいて，該当す
る賞の選考には一切関与しないこととする．これによっ
て減数した委員の補充は行わない．

附則
（1）本規則の変更は理事会の議決による．　
（2）本規則は，2009 年９月３日から施行する．
（3）2011 年４月２日，一部改正．
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本会以外の学会およ
び研究会・委員会か
らのご案内を掲載し
ます．

ご案内

国際シンポジウムMISASA VII
「サンプルリターンと
アストロバイオロジー」

主催：岡山大学惑星物質研究所
共催：宇宙科学研究所・JAXA
開催日：2018年12月19日（水）〜 21日（金）
場所：米子コンベンションセンター BiG 
SHiP（鳥取県米子市）
内容：探査機「はやぶさ2」が小惑星「りゅ
うぐう」に到着し，引き続き表面探査，試料
採取を行うのに合わせて，岡山大学惑星物質
研究所ならびに宇宙航空研究開発機構・宇宙
科学研究所は，国際シンポジウム「サンプル
リターンミッションとアストロバイオロジ
ー」を，開催することといたしました．本シ
ンポジウムでは，「はやぶさ2」プロジェクト
のプロジェクトマネージャ，プロジェクトサ
イエンティストらによる，小惑星「りゅうぐ
う」に関する最新の探査結果の報告，そして
今後20年にわたる探査計画に関連する国内外
の関連研究者らとともに，将来の太陽系天体
探査そしてサンプルリターン計画を踏まえた
アストロバイオロジーと太陽系物質科学研究
の展開について深い学術的討論を行う予定で
す．シンポジウム後には，一般の方々を対象
としたアウトリーチ「スペースサイエンスワ
ールド in とっとり3」も開催いたします．皆
様のご参加を歓迎いたします．
詳 し く は，sympo.misasa.okayama-u.ac.jp/
misasa_vii/

2018年度秋期（初級者向け）
地質調査研修のお知らせ

主催：産総研コンソーシアム41「地質人材育
成コンソーシアム」
後援：島根半島・宍道湖中海（国引き）ジオ
パーク推進協議会
日時：2018年10月29日（月）〜 11月2日（金）
場所：島根県出雲市長尾鼻周辺（小伊豆海岸）
研修内容：露頭の地層・岩石の観察ポイント
からまとめまで，地質図を作成するための一
連の基本的事項を5日間の研修で習得します．
少人数でマンツーマンに近い形での研修で地
質調査技術を学びます．
※ 今回は，大学・会社等で地質図を1回くら

いは書いたことのある初心者向けの内容で
行う予定です．ふるってお申し込み下さい．

定員：6名
参加申込締切：10月19日（金）（定員になり

次第締切）
CPD：40単位
参加費：30口（1口2000円）の会費が必要で
す．
申込・問合せ：training-gsj-ml@aist.go.jp
詳細は地質調査総合センター HPをご覧くだ
さい．
https://www.gsj.jp/geobank/geotraining.
html

石油技術協会
平成30年度秋季講演会

「若手技術者－何を考え何を目指す」
主催：石油技術協会
協賛：（独）石油天然ガス・金属鉱物資源機
構，石油鉱業連盟，天然ガス鉱業会，（公社）
石油学会，（公社）物理探査学会，（一社）日
本エネルギー学会，（一社）資源・素材学会・

（一社）日本地質学会
日時：平成30年11月1日（木）13：00〜17：40
場所：東京大学　小柴ホール　東京都文京区
本郷7-3-1　TEL：03-3812-2111（代表）
参加費：
2,000円：石油技術協会会員，賛助会員・協
賛団体（所属者）
4,000円：その他
無料：学生（会員/非会員）
平成30年度　石油技術協会業績賞授賞講演
1．「中東湾岸の環境保護地域での新規油田開
発について」コスモアブダビエネルギー開発
株式会社技術部部長　渡辺洋介氏
2．「ペトラ・ノヴァ・CCUSプロジェクト－
石炭火力発電所排ガスからのCO2回収および
老朽油田の原油増産」JX 石油開発株式会社　
第2事業本部本部長付　藤原勝憲氏
お問い合わせ先 東京都千代田区大手町1-3-2　
経団連会館17階
石油鉱業連盟内　石油技術協会
TEL：03-3214-1701　FAX 03-3214-1703
E-mail：office@japt.org
URL：http：//www.japt.org

教員・職員公募等の求人ニュ
ース原稿につきましては，採
用結果をお知らせいただけま
すようお願い致します．

公募

京都大学大学院工学研究科
社会基盤工学専攻教授募集

職種：教授
募集人員：1名
勤務場所：京都大学大学院 工学研究科 社会
基盤工学専攻 資源工学講座地殻開発工学分野

（住所：京都市西京区京都大学桂Cクラスター）

職務内容：資源工学講座地殻開発工学分野，
そして同分野の所属する社会基盤工学専攻，
都市社会工学専攻及び工学部地球工学科の教
育・研究及び運営に係わる業務を行う．さら
に同分野に配属された学部生，修士及び博士
学生の研究指導のほか，工学研究科・工学部
地球工学科に係る一般教育講義や専門講義科
目，実験科目，演習科目などを担当する．
専門分野等：地殻開発工学分野では，既往の
地下エネルギー資源や鉱物資源の生産技術を
高度化するとともに，多様な資源，大深度条
件，地球環境保全にも対応できる新たな資源
開発技術の確立を目指して研究を行ってい
る．応募者は，地下エネルギー資源（石油・
天然ガス，地熱，メタンハイドレートなど）
や鉱物資源の開発，地下空間の高度利用など
に必要な地殻物性，地殻応力，エネルギー流
体の物理化学，地質構造などの計測・解析・
評価に精通し，資源工学，岩盤工学，地質工
学，固体地球科学などの分野において，優れ
た研究業績と教育経験を有する方で，着任後
も資源工学の学術的発展に貢献できる人物で
あることが望ましい．
資格等：博士の学位を有すること．当該分野
に関する優れた業績を有し，熱意をもってこ
れらの教育・研究と組織運営などに取り組め
る方．国籍は問わないが，日本語での会話及
び文書による意思の疎通に支障のないこと．
また英語による講義の担当が可能なこと．
任期：なし
着任時期：平成31年4月1日（または，それ以
降できるだけ早い時期）
応募締切：平成30年10月15日（月）必着
詳しくは，
http://www.kyoto-u.ac.jp/ja/about/acceptance/
other/koubo/kougaku/2018/181015_0915.html/
at_view/file

海洋研究開発機構高知コア研究所
地球深部生命研究グループ研究員

もしくは技術研究員の公募

募集職種：研究員もしくは技術研究員　1名
募集対象部署：高知コア研究所（KOCHI），
地球深部生命研究グループ

【研究内容】
海洋・陸域地下圏における生命圏－非生命
圏・マントル相互作用および炭素循環に関す
る分野横断型研究
環境オミックスや合成生物学的手法等を用い
た生命存続メカニズムおよび環境適応・進化
プロセスに関する研究
超極限的環境に生息する微生物の生理・代謝
機能およびエネルギー獲得戦略に関する研究

【業務内容】
地球深部探査船「ちきゅう」をはじめとする
科学海洋掘削の手法等を用いて採取された地
下生命圏サンプル（流体・堆積物・岩石な
ど）を対象に，先進的なオミックス分析と同
位体地球化学的手法を組み合わせた統合的地
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球生命システム科学に関する研究開発を行い
ます．地球内部環境から得られる多様な情報
を比較・統合することで，地球惑星を構成す
る複数のサブシステムとの関わりや共進化プ
ロセスを理解することを目指します．

【関連する専門分野】
地球（微）生物学，環境ゲノム学，微生物生
態学，分子生物学，生物進化学，合成生物
学，生物地球化学，同位体地球化学など

【応募資格】
研究員：当該研究に関連する分野の博士号取得
者．研究員にふさわしい研究業績を有する者．
技術研究員：当該研究もしくは研究開発に関
連する分野の博士号取得者．技術研究員にふ
さわしい研究業績を有する者．
※国籍・性別を問いません．

【雇用期間】2019年4月1日〜2024年3月31日
応募締切：2018年10月15日（月）午後12：00
必着
お問い合わせ先：海洋研究開発機構
人事部　人事任用課　採用担当
TEL 046-867-9415　FAX 046-867-9095
Eメール：recruit-app@jamstec.go.jp
詳しくは，http://www.jamstec.go.jp/recruit/
details/kochi20180911.html

東京大学地震研究所
平成31年度客員教員の公募

１．公募人員：客員教授又は客員准教授 若干名
２．期間：平成31年4月1日〜平成32年3月31
日（1年間）
３．申込資格：国・公立大学法人、私立大学
及び国、公立研究機関の教授もしくは准教授
又はこれに準ずる研究者
４．研究分野：地震・火山および関連諸分野
の研究
５．公募締切：平成30年10月31日（水）【必着】
６．提出書類：
　○応募用紙（様式V-1）1部
　○履歴書（様式V-2）1部
　○ 研究計画に関連した業績リスト（手書き

不可）
出来れば参考となる主要論文の別刷1部
なお、応募に際しては必ず所属機関長の承諾
を得ること。
７．応募先：〒113-0032
東京都文京区弥生1－1－1
東京大学地震研究所 研究支援チーム（共同
利用担当）
電話 03-5841-1759、5710
※ 応募に関するお問い合わせは上記へお願い

します。
８．注意事項：客員教員応募書類在中の旨を
記し、簡易書留で送付すること。
９．選考方法：本研究所共同利用委員会が決
定する。
10．採否の決定：客員教員の採否は、本研究
所共同利用委員会が決定します。採否の決定
は、平成31年3月下旬までに行われ、結果を

書面により通知します。
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/wp-content/
uploads/2018/09/H31_visitingresearcher.pdf

関西学院大学理工学部環境・
応用化学科教員

（環境分析・地球化学系）公募

職種：任期制助教1名
応募資格：博士の学位を有する者．または着
任時迄に取得予定の者．
所属：理工学部 環境・応用化学科
専門分野：分析化学，環境化学，地球化学に興
味があり，分光分析法を用いた研究ができる者．
担当科目：無機分析化学に関する学生実験を
主に担当．学科運営に関する業務も担当．
着任時期：2019年4月1日以降のできる限り早
い時期
勤務形態：年度契約（更新条件あり．最長5
年間．5年後の再任なし）．なお，採用日の6
か月前から採用日までに，学校法人 関西学
院に雇用されている方又は雇用されていた方
には「有期労働契約における契約年限に関す
る規程」が適用され，任期が制限される場合
があります．
提出書類：（1）履歴書（写真貼付）（2）研究
業績リスト（3）主要論文の別刷り（3編以
内）（4）これまでの研究と着任後の抱負

（2000字以内）（5）所見を求め得る方2名の氏
名と連絡先
選考方法：書面による一次選考の後，面接に
よる二次選考を行います．
書類提出先：〒669-1337 兵庫県三田市学園2
丁目1番地
関西学院大学理工学部長 水木純一郎

「環境・応用化学科 環境分析・地球化学系 
人事応募書類」と封筒に朱書きして簡易書留
にて郵送．なお，提出書類は返送いたしませ
んのでご了承ください．
応募締切：2018年10月31日（水）必着
問い合わせ先：同理工学部教授　千葉光一
TEL：079-565-9763
E-mail：kk-chiba@kwansei.ac.jp

信州大学学術研究院
理学系助教公募

1．公募人員：1名
2．所属：信州大学学術研究院理学系　主担
当学部：理学部理学科地球学コース
3．研究分野：地層科学（野外における調査
を基とした地層学，堆積学，古生物学などを
手法とする研究）．
4．担当科目：地質調査法実習など，学部・
大学院の研究分野に関連する実習・講義，共
通教育科目．
5．応募資格：（1）博士の学位を有する方，
または着任時までに博士の学位を取得できる
方．（2）野外調査に基づく地層科学分野に関

する研究実績を有し，外部資金の獲得，社会
活動，国際的活動に対しても意欲的に取り組
んでいただける方．
6．採用予定日：平成31年4月1日
7．任期：テニアトラックの期間　5年間，採
用者は採用後5年目前半にテニュア審査が行
われ，合格者は6年目から任期の定めのない
専任教員として採用されます．
8．待遇：本学規定による．
9．応募締切：平成30年11月19日（月）必着．
10．提出書類：（1）履歴書（書式は自由，写
真貼付）（2）研究業績目録　著書・論文（査
読あり）・論文（査読なし）・学会発表・その
他（報告書など）に分け，発表年月の新しい
順に記載すること．発表・掲載前で受理済み
の論文に関してはその受理証明（通知）のコ
ピーを添付すること．（3）論文の別刷 （コピ
ー可，すべての論文（査読あり）をお送りく
ださい）．（4）主要論文3編以内の要約（5）研
究経過・計画（A4用紙3枚以内）．（6）教育に
関する実績と着任後の抱負（A4用紙1枚程度）

（7）大学等の運営に関する実績と着任後の抱
負（A4用紙1枚程度）．（8）必要に応じて参考
意見を伺える方2名の氏名，連絡先（e-mailア
ドレスなど）．
11．書類提出先：〒390-8621　長野県松本市
旭3-1-1　信州大学学術研究院理学系長　市野　
隆雄　宛　※封筒に「地球学コース助教応募
書類在中」と朱書きして，簡易書留郵便で送
付してください．
12．問い合わせ先：信州大学 理学部理学科地
球学コース　保柳康一（電話：0263-37-2482，
E-mail：hoya101@shinshu-u.ac.jp）
13．公募要領掲載先：http://www.shinshu-u.
ac.jp/faculty/science/recruit/

日本地質学会に寄せられ
た候補者の募集・推薦依
頼等をご案内致します．

各賞・
研究助成

2019年度笹川科学研究助成公募

■申請期間
【学術研究部門】・【実践研究部門】
 ・ 申請期間：2018年9月18日（火）〜 10月16

日（火）23：59まで
■主な募集条件

【学術研究部門】
 ・ 大学院生（修士課程・博士課程）
 ・ 35歳以下の任期付き雇用の若手研究者
 ・ ただし，「海に関係する研究」は重点テー

マとして支援し，雇用形態は問わない。
 ・ 助成額は，1件100万円を限度とする

【実践研究部門】
 ・ 博物館，NPOなどに所属している者
 ・ 助成額は，1件50万円を限度とする
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■申請方法
Webからの申請となります。詳細は本会
Webサイトをご確認下さい。
 ・ 本会Webサイト
　https://www.jss.or.jp/ikusei/sasakawa/
＜問い合わせ先＞
公益財団法人日本科学協会　笹川科学研究助
成係
TEL 03-6229-5365
https://www.jss.or.jp
E-mail：josei@jss.or.jp

東京大学地震研究所
平成31年度共同利用の公募

公募事項：⑴共同研究，⑵研究集会，⑶施
設・実験装置・観測機器等の利用，⑷デー
タ・資料等の利用

応募資格：申請，及び研究組織へ参加できる
のは，国・公立大学法人，私立大学及び国・
公立研究機関の教員・研究者又はこれに準じ
る者（名誉教授・大学院学生・財団等民間団
体や企業の研究者）とします．
申 請 方 法： 共 同 利 用HP（http://www.eri.
u-tokyo.ac.jp/kyodoriyou/）にある「所定の
様式」に必要事項を記入のうえ，Web申請
システムを使用し，申請してください．Web 
申請システム：https://erikyodo.confit.atlas.
jp/ja操作方法は下記，共同利用Q&A「よく
ある質問と回答」よりご参照ください．共同
利 用Q&A：http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/
kyodoriyou/qa/なお，特定共同研究につい
ては参加を希望する個々の研究者が，その他
の種目については研究代表者が申請してくだ
さい．特定共同研究への参加の申請は，研究
代表者と事前打ち合わせ済みの場合でも，
Web 申請システムにて，ID，パスワードを

取得いただき，参加申請書をご提出くださ
い．既にご登録済みの場合は，改めてID を
取得いただく必要はありません．
研究期間：平成31年4月から平成32年3月まで
申請期限：平成30年10月31日（水）【厳守】
採否の決定：共同利用の採否は，本研究所の
共同利用委員会が決定します．採否の決定
は，平成31年3月下旬までに行われ，審査結
果を研究代表者（及び所内担当教員）あてに
通知します．

【各種提出先，問い合わせ先】
〒113-0032 東京都文京区弥生1-1-1
東京大学地震研究所 研究支援チーム（共同利
用担当）
電話：03-5841-1769, 5710
FAX：03-5689-4467
E-mail：k-kyodoriyo@eri.u-tokyo.ac.jp
http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/wp-content/
uploads/2018/09/H31_jointusage.pdf

C A L E N DAR
2018.7～

　地球科学分野に関する研究会，学会，国際
会議，などの開催日，会合名，開催学会，開
催場所をご案内致します．会員の皆様の情報
をお待ちしています．
★印は学会主催，（共）共催，（後）後援，

（協）協賛．

2018年
■9月　September
○日本鉱物科学会2018年年会
9月19日（水）〜 21日（金）
会場：山形大学小白川キャンパス
http://jams.la.coocan.jp/index.html

○第35回歴史地震研究会（大分大会）
9月22日（土）〜25日（火）
場所：ホルトホール大分（大分市金池南1-5-1）
http://www.histeq.jp/menu7.html

○国際ゴンドワナ研究連合（IAGR）
2018年会・第15回ゴンドワナからア
ジア国際シンポジウム
9月24日（月）〜 28日（金）
場所：中国西安市
First circular: www.geocities.jp/gondwanainst/
s y m p o s i u m / I A G R 2 0 1 8 O n w a r d s /
FirstcircularIAGR2018

（協）地盤技術フォーラム2018
9月26日（水）〜28日（金）10:00〜17:00
場所：東京ビッグサイト（江東区有明）
http://www.sgrte.jp/

○日本火山学会2018年度秋季大会
9月26日（水）〜28日（金）

会場：秋田大学（秋田県秋田市）
http://www.kazan-g.sakura.ne.jp/J/index.html

■10月　October
○ぼうさいこくたい2018
10月13日（土）〜 14日（日）
場所：東京ビッッグサイト・そなエリア（東
京臨海広域防災公園）
※ 地質学会も出展します「防災のための第一

歩－子どものうちから身につけたい地球の
知識－」http://bosai-kokutai.jp/

★関東支部：125周年記念街中ジオ散
歩「日比谷入江を歩く」徒歩見学会
10月21日（日）9:45〜15:30小雨決行（予定）
見学場所：東京都千代田区丸の内周辺
http://kanto.geosociety.jp/

○2018年度秋期地質調査研修
主催：産業技術総合研究所
10月29日（月）〜 11月2日（金）
場所：島根県出雲市長尾鼻周辺（小伊豆海岸）
参加申込締切：10月19日（金）
https://www.gsj.jp/geobank/geotraining.html

■11月　November
（協）石油技術協会平成30年度秋季講
演会

「若手技術者－何を考え何を目指す」
11月1日（木）13:00〜17:40
場所：東京大学小柴ホール
http://www.japt.org

○東京大学大気海洋研究所共同利用
研究集会

「海底堆積物から地震履歴をどこまで読み取
れるのか」
11月13日（火）〜 14日（水）
場所：東京大学大気海洋研究所（柏キャンパス）
http://www.aori.u-tokyo.ac.jp

○IGCP608「白亜紀アジア－西太平
洋生態系」第6回国際研究集会
11月15日（木）〜 16日（金）（研究集会：タ
イ・コンケーン）
11月12日（月）〜 14日（水）（プレ巡検：コ
ラート高原のジュラ系－白亜系Khorat層群
と恐竜化石群）
http://igcp608.sci.ibaraki.ac.jp/

★関東支部：伊豆大島巡検
11月22日（木）〜24日（土），2泊3日（船中1
泊）雨天決行
申込期間：9月20日（木）〜11月10日（土）
http://kanto.geosociety.jp/

■12月　December
○国際シンポジウムMISASA VII「サン
プルリターンとアストロバイオロジー」
主催：岡山大学惑星物質研究所
12月19日（水）〜21日（金）
場所：米子コンベンションセンター BiG 
SHiP（鳥取県米子市）
https://sympo.misasa.okayama-u.ac.jp/
misasa_vii/

○地質学史懇話会
12月23日（日）13:30 〜 17:00
場所：北とぴあ8階806号室（JR京浜東北線
王子駅下車3分）
演者：長田敏明氏
問い合わせ：矢島道子<pxi02070@nifty.com>

2019年
○Internat ional Conference on 
Geoscience for Society (GeoSoc)
2019年3月14日（木）〜 17日（日）
場所：バングラデッシュ・ダッカ市
https://www.data-box.jp/pdir/7085ba17d18
d49959128fd842853976a
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意見・提言

平成30年北海道胆振東部地震」に関する会長談話

　2018年9月6日未明に発生しました「平成30年北海道胆振東部
地震」により犠牲になられた方々に心から哀悼の意を捧げ，ご
冥福をお祈りします．同時に，未だ安否不明の方の一刻も早い
救出と，被災者の皆様におかれましては，一日も早く日常生活
を取り戻されることをお祈りいたします.

　平成30年北海道胆振東部地震は，9月6日午前3時7分頃の北海
道胆振地方中東部を震源とし，地震の規模はM6.7，震源の深さ
が37kmの地震です．勇払郡厚真町では，北海道における観測
史上初めて最大震度7を観測し，震度6 強を安平町，むかわ町
において，また震度6弱を札幌市東区，千歳市，日高町，平取
町で観測するなど，胆振・石狩・日高地方を中心に広範囲にわ
たって強い揺れを観測しました．この強い震動は，厚真町を中
心に，火山性堆積物からなる急斜面で数多くの土砂災害を引き
起こし，被害を拡大させました．また札幌市東部では大規模な
液状化現象が起こりました．さらに苫東厚真発電所の停止によ
る全道にわたる大規模停電が，その後の市民生活に大きな影響
を与えております．

　平成30年北海道胆振東部地震の地震災害の詳細は，今後の調
査・研究結果によりますが，今回の災害の背景に，この地域に
おける地質学的な特徴が反映していることは言うまでもありま
せん．今回の地震の震源域は，石狩低地，夕張山地，日高山脈
の接合部にあたり，また西方の支笏・洞爺地方は火山活動の活
発な地域にあたります．地殻の構造や断層の配置，加えて表層
の地質条件が地震災害に大きく関係します．これらを総合的に
理解，解釈することが災害の予測と減災に必要不可欠です．そ
のためには，基礎となる地質学的研究を精力的に進め，最新の
知見を災害の予測と減災に活かす必要があります．日本地質学
会は，学術研究の発展と最新の知見の普及・教育を推進し，多
くの市民の皆様，そして関係諸機関と共に，最新の地質学的知
見を活かして自然災害の予測と防災・減災方策を社会と連携し
て追求してまいりたいと思います．

　今後，今回の地震に関する調査報告や研究成果については，
学会公式サイトから，随時，発信してまいります．

一般社団法人日本地質学会
会長　松田博貴

2018年9月9日

　まずはじめに，2018年9月6日未明に発生しました「平成30
年北海道胆振東部地震」により犠牲になられた方々に心から
哀悼の意を捧げ，ご冥福をお祈りすると同時に，被災者の皆
様におかれましては，一日も早く日常生活を取り戻されるこ
とをお祈りいたします．
　
　今回の日本地質学会第125年学術大会では，台風21号なら
びに平成30年北海道胆振東部地震により，日本地質学会創立
125周年の記念すべき大会の一部中止などを余儀なくされま
した．予期せぬ自然現象とはいえ，参加者・関係者の皆様に
は多大なご不便・ご苦労をおかけすることになりましたこと
を，ここに深くお詫び申し上げます．

　平成30年北海道胆振東部地震では，未明の発災後，北海道
大学の大会会場を含め札幌市内全域が停電，さらにすべての
公共交通が運休であったにも関わらず，朝から会場には多く
の参加者の方々が来場されました．そこで2日目に関しては，
電気を使用せずにできるポスターセッションのみ開催いたし
ました．

　しかしながら3日目は，市内一部で給電が再開されたもの
の，会場の停電は継続中であり，また節電要請，日常品の不
足などがあり，参加者の安全と復路の確保を鑑み，これ以上
の開催は困難と判断し， 3日目以降のすべての年会プログラ
ムを中止と判断させていただきました．また巡検についても，
余震ならびに天候悪化による二次災害などを考慮し，全コー
スの中止を決定させていただきました．

　参加者の皆様におかれましては，研究成果の発表に向け入
念な準備をなされていたものと存じます．その機会がなくな

日本地質学会第125年学術大会（2018年札幌大会）に関する会長談話

会員の皆様へ

りましたことを大変残念に思います．中でも，真摯に研究に
取り組み，この学会発表のために準備してこられた学生・院
生を中心とする若手研究者の方々にとって，折角の発表の場
が失われたことは，さぞかし残念であったものと思います．
執行部としましては，若手研究者のために今回の研究発表を
実施できる場を設定したく，検討を開始いたしました．なる
べく早期にご連絡できるよういたします．

　平成30年北海道胆振東部地震の詳細は，今後の調査・研究
結果によりますが，これまで知られてきた断層とは異なる断
層の活動によるものと推定されています．その強い振動は，
厚真町を中心に数多くの斜面災害を引き起こし被害を拡大さ
せました．また札幌市では，大規模な液状化現象が起こりま
した．さらに強い振動による発電所の停止が，その後の市民
生活に大きな影響を与えております．
　
　今回の地震災害の背景には，本地域の地質学的な特徴が反
映していることは言うまでもありません．地殻の構造や断層
の配置，加えて表層の地質条件が地震災害に大きく関係しま
す．これらを総合的に理解，解釈することが災害の予測と減
災に必要不可欠です．そのためには，基礎となる地質学的研
究を進めると共に，最新の知見を活かす必要があります．日
本地質学会は，学術研究の発展と最新の知見の普及・教育を
推進し，多くの市民の皆様，そして関係諸機関と共に，最新
の地質学的知見を活かした自然災害の予測と防災・減災方策
を社会と連携して追求してまいりたいと思います．

一般社団法人日本地質学会
会長　松田 博貴

2018年9月9日
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参加登録費，巡検費用の返金について
1.	 巡検参加費：催行中止となった巡検コースの巡検参加費につ
いては，すべて返金致します．なお一部の会員については，
返金額を次年度以降の学会費への充当として対応頂きますよ
うお願い致します．返金については，別途メールにて巡検申
込者にご連絡します．

2.	 上記以外：大会参加登録費，発表負担金，お弁当，懇親会の
返金は致しません．代替集会（つくば特別大会）を開催予定
です．何卒ご了承下さい．なお，大会に参加できなかった事
前申込者（参加費が有料の方）には，後日講演要旨集を送付
致します．

行事催行中止の証明
　大会HPよりPDFファイルで書面をダウンロードして頂けま
す．
「日本地質学会第125	年学術大会プログラム一部催行中止のお知
らせ」
https://confit.atlas.jp/guide/event/geosocjp125/static/typhoon
　上記以外の書式をご希望の場合は，個別に事務局<main@
geosociety.jp>までお申し出下さい．

領収書の発行について
1.	 大会参加登録：事前参加登録者の方に事前にお送りした確認
書ハガキの下部部分が大会参加登録費の領収書になっていま
す．

2.	 上記以外：大会参加登録費以外の領収書をご希望の方は，別
途必要項目を学会事務局<main@geosociety.jp>までお知らせ
下さい．ご希望に応じて発行致します.

CPD単位の発行について
　実施されなかったプログラムについても，CPD参加証明書の
発行が可能な場合があります．ご確認のうえ希望者はお申し出
下さい．
詳しくは，https://confit.atlas.jp/guide/event/geosocjp125/static/cpd

第125年学術大会（札幌大会）の今後の対応について

　札幌大会では，昨年度に引き続き自然災害によるプログ
ラム中止のため，参加者の皆様に多大なるご不便・ご迷惑
をおかけする事態となりました．また大会会期中における
プログラム中止判断が混乱したことについて，この場をお
借りして深くお詫び申し上げます．
　会期後に行った緊急会員アンケートでは，多くの会員の
皆様から代替大会の実施と参加希望が寄せられました．以
上を受け，執行理事会で検討を重ねた結果，代替大会を
「つくば特別大会」として実施することにいたしました．
実施要領は以下の通りです．

2018年10月1日
行事委員長　岡田　誠

大会名称：日本地質学会第125年学術大会（2018年つくば
特別大会）
日時：2018年12月1日（土）～2日（日）
場所：産業技術総合研究所	つくば本部（予定）
対象：札幌大会において，（1）台風21号による交通支障に
より発表をやむなくキャンセルした発表予定者，および
（2）北海道胆振東部地震によるプログラム中止により発表
できなかった2日目・3日目の発表予定者（停電・交通支障
により2日目のポスターセッションで発表できなかった発
表予定者を含む）．いずれも口頭・ポスター双方を含む．
参加費：有無を含め後日通知予定

なお，大会ならびに申込等の詳細については，	次号ニュー
ス誌，Geo-flash（10/16配信予定）にてご連絡予定です
（各講演者へは個別にメールでもご連絡予定です）．

つくば特別大会実施のお知らせ

表紙紹介　第9回惑星地球フォトコンテスト：ジオ鉄賞

「悠久の想い」
写真：門脇正晃（千葉県）

撮影場所：埼玉県長瀞町　荒川　秩父鉄道上長瀞～親鼻

撮影者より：秩父長瀞は岩畳の景観で知られており，荒川沿いに河原を歩くと結晶片岩が広く露出しています．結晶片岩は，

海洋プレートの沈み込みにより地下深部へ引きずり込まれ高圧による変成作用を受け，その後，再び地表に持ち上げられた岩

石です．長瀞の河原に立ち，日本列島創成のダイナミックな歴史に想いを馳せているとデキ502号がやってきました．

講評・地質解説：紅葉の季節の長瀞へ誘う美しいジオ鉄作品です．「県の石」にも選ばれた片岩．長瀞では三波川結晶片岩の

露頭が荒川沿いに露出しており，それらを基盤として大正３年に架橋されたのが秩父鉄道秩父本線の鉄道橋「荒川橋梁」

（153m）です．通称親鼻鉄橋とも呼ばれ当時の面影を残す4段の煉瓦橋脚も見どころのひとつ．宝登山の蝋梅をモチーフに塗

装された電気機関車デキ502号（ＥＬロウバイ号）と連結された石灰石専用貨車ヲキ100形・ヲキフ100形編成の運行風景に，

当地が誇る石灰石鉱業の歴史をも実感できる一枚です．（深田研ジオ鉄普及委員会・藤田勝代）

09_第125年学術大会・表紙紹介.indd   9 18/10/04   9:02



10 日本地質学会News　21（９）

Vol. 27,  Issue 5（September）
［RESEARCH ARTICLES］
1．From incipient island arc to doubly-vergent orogen: A 

review of geodynamic models and sedimentary basin-fills 
of southern Central America

Christian Brandes, Jutta Winsemann
　中央アメリカ大陸南部は中生代後期から新生代までの島弧に
その起源がある.この論文の研究目的は,この地域の堆積盆地の
堆積過程や構造発達史に関する先行研究をレビューし,この地
域が海洋島弧からどのようにして現在のような造山帯になった
かを明らかにすることである.中央アメリカ大陸南部の発達過
程は応力場の違いによって，3段階に分けることができる．1）
カンパニアンの間は中央アメリカ大陸南部の応力場は張力場で
はなかった．2）マーストリヒチアンから漸新世までの間の応
力場は張力場になり,この地域は急激に沈降し，島弧起源の砕屑
岩が堆積した．3）新第三紀から現在までの応力場は圧縮場で，
造山活動が活発であった.島弧起源の堆積盆地の構造を決めた
のは次の４つの因子である．1）沈み込むプレートの沈み込み
角度と形状，2）海溝が島弧から遠ざかることによる沈降, ３）
海水面変動，4）堆積物供給システム.
Key Words：Caribbean Plate, doubly-vergent orogen, island 

arc, sedimentary basins, southern Central America, 
subduction erosion, trench retreat

2．Physical property anisotropy of foliated fault rocks: 
Study from the Nobeoka Thrust, Shimanto Belt, 
southwest Japan

Mari Hamahashi Wataru Tanikawa Yohei Hamada Yoshitaka 
Hashimoto Saneatsu Saito Gaku Kimura

面状断層岩の物性異方性：九州四万十帯・延岡衝上断層の例
浜橋真理，谷川　亘，濱田洋平，橋本善孝，齋藤実篤，木村　
学
　沈み込み帯に発達する面状断層岩の物性異方性を明らかにす
るために，九州四万十帯・延岡衝上断層の掘削コア試料を対象
にして，電気比抵抗，P波速度（Vp），S波速度（Vs），間隙率
を深度方向，面構造の走向方向及び最大傾斜方向で測定した．
断層岩のVp，Vs，比抵抗値は鉛直異方性及び水平異方性があ
り，それぞれ，0.4-17.3%及び2.7-13.8%，0.5-56%及び7.7-43%, 0.9-
119%及び2.0-65.9%であった．異方性は面構造の傾斜角度と最
も強く相関し，小さな傾斜角を持つ泥岩優勢千枚岩と下盤破砕
帯は走向・最大傾斜方向に高いVpと深度方向に低いVpを示し
た．一方，大きな傾斜角を持つ砂岩優勢千枚岩，上盤破砕帯，
下盤カタクレーサイトは，走向・深度方向に高いVpと最大傾

斜方向に低いVpを示した．比抵抗とVs異方性はVpと反対の傾
向を示した．本研究は面状断層岩の傾斜角度が物性異方性に与
える影響を定量化し，今後の物理探査における異方性評価にも
応用できる．
Key words：付加体，延岡衝上断層，沈み込み帯，断層帯，岩

石物性，掘削コア，異方性

下記3 〜 5の論文については日本語要旨等の情報はありません．
表題と著者名のみお知らせします．
3．SHRIMP U-Pb ages of detrital zircons from the Early 

Cretaceous Nakdong Formation, South East Korea: 
Timing of initiation of the Gyeongsang Basin and its 
provenance

Tae-Ho Lee, Kye-Hun Park, Keewook Yi

4．Upper Ordovician continuous lithological succession in 
outer-shelf facies, Yangtze Platform, South China: Facies 
changes and oceanographic reconstruction up to the Late 
Ordovician Hirnantian glaciation

Shenyang Yu, Qing Chen, Stephen Kershaw, Yue Li ,Chao Li

5．Geochronology, petrogenesis, and tectonic setting of Late 
Triassic volcanic rocks of the Hadataolegai Formation, 
central Great Xing'an Range, Northeast China

Zong-Yuan Tang, De-You Sun,  Jun Gou,  Dong-Guang Yang

6．Progressive changes in lithological association of the 
Sanbagawa metamorphic complex, Southwest Japan: 
Relict clinopyroxene and detrital zircon perspectives

Shunsuke Endo Kazuhiro Miyazaki Tohru Danhara Hideki 
Iwano Takafumi Hirata

四国中央部・三波川変成コンプレックスの原岩岩相組合せの累
進的変化：残留単斜輝石と砕屑性ジルコンの観点
遠藤俊祐・宮崎一博・檀原　徹・岩野英樹・平田岳史
　四国中央部・三波川変成コンプレックスの主要ユニットであ
る白滝ユニットは，中央海嶺玄武岩（MORB）を起源とする側
方連続性の良い苦鉄質片岩層の存在により特徴づけられる．し
かし，白滝ユニット下部は，MORB起源の苦鉄質片岩層を欠
き，チタン普通輝石やケルスート閃石を残留鉱物として含む苦
鉄質変成岩の小レンズが普遍的に分布する．これらは海洋島玄
武岩（OIB）に由来すると考えられる．白滝ユニット下部（緑
泥石帯低温部）及び上部（緑泥石帯高温部，アルバイト黒雲母
帯）の泥質・砂質片岩中の砕屑性ジルコンの最若年代は約
95~90 Maであり，海溝での堆積年代が後期白亜紀であることを
示す．白滝ユニット下部（泥岩＋砂岩＋OIB）から上部（泥岩
＋チャート＋MORB）にかけての原岩岩相組合せの変化は変成
圧力の上昇に伴うものであり，沈み込みに伴う海洋プレート層
序の引き剥がし効果を反映している．
Key words：砕屑性ジルコン，海洋プレート層序，残留単斜輝

石，三波川変成コンプレックス

Vol.27, Issue 5

　Islands Arcは，2016年より隔月出版となりまし
た．最新号のVol. 27, Issue 5 が2018年9月に発行さ
れました．学会ホームページから会員ログインす
ると全文がオンラインで無料閲覧できます．是非
ご覧下さい．

（Island Arc編集委員会）
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☆関東支部

お知らせ

シンポジウム
「せまりくるジオハザード－関東の自然災害－」

のお知らせ

　近年，各地で地震災害や豪雨がもたらす洪水，土砂災害が頻
発しています．これらの災害の対策には，地震や周辺域の火山
活動を含めた広い視野からの議論が必要です．そこで関東支部
では，関東地方の地形地質と災害の関係を考え，今後高い確率
で発生しうる自然災害の特徴，およびその備えを議論するため
のシンポジウムを開催いたします．

期日：平成30年11月18日（日）13:00～17:30，終了後大学周辺
で懇親会を開催
場所：早稲田大学教育学部　早稲田キャンパス　6号館001教室

（〒169-8050　新宿区西早稲田1-6-1　東京メトロ 東西線早稲田
駅から徒歩5分）
アクセス案内
https://www.waseda.jp/top/access/waseda-campus
キャンパス案内
https://waseda.app.box.com/s/ctvnsi6nckz4yk9kkrch64av0od
0ai9t
対象：日本地質学会会員および一般（非会員）
参加費：無料，事前申し込み不要
懇親会：会費4,000円程度（当日支払），事前申込必要，締切：
11月9日（金）
申込はEメールでkanto@geosociety.jpまで（氏名，所属をご記
入下さい）
要旨集：有料（一般1,000円，学生500円）

CPD単位：取得可能（4単位）
プログラム
13:00～13:10 あいさつ
13:10～13:55 東大地震研究所 平田 直 教授「最近の関東の地

震活動と首都圏の地震災害」
13:55～14:40 茨城大学 小荒井衛 教授「千葉県北部の災害特性

－過去の斜面・地盤災害の視点から－」
14:40～15:25 早稲田大学 久保純子 教授「低地の地形と水害」
15:25～15:35 休憩
15:35～16:20 国交省富士砂防事務所 杉本宏之 所長「富士山の

噴火に備えた土砂災害対策」
16:20～17:05 静岡大学防災総合センター 牛山素行 教授「地域

を知り，防災を考える　－最近の豪雨災害事例
から学ぶこと－」

問い合わせ先
日本地質学会関東支部　幹事長　笠間友博
神奈川県立生命の星・地球博物館
メール：kasama@nh.kanagawa-museum.jp
電話：0465‒21‒1515

支部コーナー

☆関東支部

報告

地学教育・アウトリーチ巡検
「箱根～北伊豆地域の自然災害の跡を巡る」の報告

　関東支部では，毎年夏休みに，教育関係者を対象とした教師
巡検を実施してきた．昨年度より，参加対象を一般の方にも広
げ，地学教育・アウトリーチ巡検として，企画・実施すること
となった．より多くの方々に参加していただき，自然理解につ
ながればという主旨からである．
　今回は“自然災害と人間社会”をテーマとした．神奈川県西
部から静岡県東南部にかけては，富士山や箱根火山，伊豆単成
火山群の噴火や，関東地震，北伊豆地震など激しい地殻変動に
見舞われ，また1958年の狩野川台風では大きな被害を受けた地
域である．今回の巡検では，地形や地層に記録されている上記
変動の痕跡を辿り，プレート収斂地域の地殻変動・自然のエネ
ルギーを実感し，これらの変動による自然災害と人間社会につ
いて理解を深めることを目的とした．
 実施は8月7日～8日の1泊2日で，小田原駅に集合・解散とし，
マイクロバスを使用した．講師は，当初は該当地域の地殻変動
に詳しい山崎晴雄 首都大学東京名誉教授と箱根火山を長年研
究されている小林　淳 首都大学東京特任准教授にお願いした．
実施間近に，事情により山崎先生から笠間友博 神奈川県立生
命の星・地球博物館主任研究員に講師変更となった．参加者は
14名で，内訳は中高教員4名，大学・研究所関係3名，企業・コ
ンサルタント関係2名，一般5名であった．今年も，台風の接近
による天候が心配される状況となったが，初日は無事，予定通
りの見学ができた．夜間の勉強会では，講師の笠間先生，小林
先生に有益なお話をいただいた．2日目は台風等の影響もあり，
大幅に予定変更となってしまった．非常に残念であった．見学
地の詳細は，後述の参加者の感想をご覧いただきたい．
　最後に，打ち合わせや下見の段階から，親身にご指導いただ
いた山崎先生，小林先生，幅広い知識で現地をご案内いただい
た笠間先生，突然の訪問にもかかわらず見学の便宜を図ってい
ただき，また救急対応でもお世話いただいた神奈川県立生命の
星・地球博物館および現地で様々な援助をいただいた神奈川県
温泉地学研究所にお礼申し上げます．

田村糸子・米澤正弘・小田原 啓（関東支部幹事）

参加者の感想
　昨年同様に台風の影響を気にしながらスタートした今年のア
ウトリーチ巡検でしたが，幸いにも一日目は降雨に見舞われる
こともなく，かえって涼しい巡検日和となりました．特に，
Stop2の松田山からの地形の眺望は遠く三浦半島や城ヶ島まで
観え，しかも，この地点での観察ポイントである大磯丘陵と足
柄平野の間を限る国府津－松田断層のつくる地形をはっきり捉
えることができました．そして，少し場所を移動するとStop3
の大口橋・文命堤によって氾濫・洪水対策として江戸時代に流
路を変えた酒匂川の姿も眺望することが出来ました．Stop4の
長尾峠手前の長尾の露頭前で新しい箱根火山形成史の解説があ
り，長尾峠では外輪山の内側からの遠望が良好で，噴気を上げ
る大涌谷や仙石原が一望でき，中央火口丘神山の山体崩壊と芦
ノ湖・仙石原の形成の様子等をはっきり捉えられました．その
後，箱根スカイライン経由でホテルに到着しましたが，昨年と
は何ランクも上の客室と料理，しかも富士山の裾野から愛鷹山
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を跨ぐ程の大きな虹が我々を歓迎してくれました．
　夕食後は講師の笠間先生と小林先生の熱のこもった講話，自
己紹介，翌日の台風接近による計画変更の伝達等で22時解散と
なりました．
　翌朝は風雨が予想外に強くなり，帰宅困難も予想されたこと
等もあって，目的地を県立生命の星・地球博物館に変更しまし
たが，笠間先生の解説で全館を見学し，めったに見られない収
蔵庫の見学は大変有意義でした．今回，予定していた北伊豆地
域の巡検は叶いませんでしたが，リベンジの機会を期待して，
13時過ぎに小田原駅前で解散となりました．
　2日間ご指導いただいた講師の笠間先生・小林先生をはじめ，
公務ご多用の中で企画・運営に当たられたアウトリーチ巡検担
当の幹事の先生方に感謝いたします．
　私事ですが，私が地学的な視点で箱根を訪れたのは大学3年

（昭和37年）の地学実習の巡検が最初になります．東名高速道
路も開通していない56年も前のことです．当日は大学からバス
で出発し，御殿場からカーブの多い旧道経由で長尾峠－（長尾
トンネル）－長尾の露頭（当時は名前が付いていなかったと思
う）－大涌谷－屏風山－宮ノ下－湯本－大学といったコースだ
ったと記憶しています．当時，箱根火山研究の第一人者は久野 
久先生で，岩波全書の一冊である久野 久著「火山及び火山岩」
をしっかり読み込んでからの参加でした．現地では長尾の露頭
前で，「外輪山の外側の傾斜から推定して2700mの富士山型成
層火山が20万年前に陥没し，古期外輪山を形成した」と説明が

ありました．また，久野 久先生は学生時代に箱根火山の論文
作成で他の人に負けたくなく，提灯をかざしながら夜も調査し
たという逸話も紹介されました．
　私は小学校の教員になってからは，何度も現地学習で箱根に
子供たちを引率しましたが，当時は長尾の露頭は上から下まで
藪もなく十分に観察でき，露頭に登って観察したり，採集した
りすることが出来ましたし，露頭前が広く観光バスを3台並べ
ることが可能でした．当然，そこでの子供たちへの説明は，久
野 久先生の見解に基づいていたことは事実です．2000年代に
入ってから，箱根火山の形成史が見直されたことは知ってはい
ましたが，今回の巡検で思い出深い露頭の前で小林先生の熱の
こもった具体的な解説をお聞きして，新しい見解をよく理解す
ることが出来，私にとって大変充実した巡検となりました．喜
寿を迎えたとは言え，次への活力が湧いてきたような思いです．
ありがとうございました．

木下邦太朗（麻布台学校教育研究所）

　自然災害が頻発する現状にあって，自然災害と人間社会につ
いての理解を深めたく願い，この巡検に参加しました．台風13
号の接近にともなう天候悪化を心配していましたが，7日は雨
に降られることもなく予定通り各ポイントを見学することが出
来ました．
　今回特に心に残ったのは，松田山と長尾峠から地形を見渡す
ことが出来たことです．松田山から正面に相模湾をのぞみ，足
柄平野の中を流れ下る酒匂川，右側に箱根，足柄山地，左側に
大磯丘陵を眺めながら，国府津松田断層，松田北断層，松田山
麓断層・・の位置を講師の先生方に教えて頂ながら眺めると，
今まさに相模湾から眼下の平野を経て，自分の足下深くにフィ
リピン海プレートが沈み込んできているという実感をもてたよ
うに感じました．図や写真とちがう三次元の雄弁さを感じまし
た．また，箱根長尾峠からは，箱根カルデラをのぞき込むよう
な位置関係で芦ノ湖や大涌谷，中央火口丘の山々がみえ，神山
の山体崩壊によって早川がせき止められて，芦ノ湖が出来たこ
とが，芦ノ湖畔から仙石原への下り傾斜などで実感できました．
講師の先生方のお話を現地で聞きながら，自分の目で地形を確
認することが出来るのが，巡検の醍醐味だと思います．多くの
学びと貴重な体験をすることができ，ありがとうございました．

藤井玲子（サレジオ学院中・高）

支部コーナー

集合写真　8月7日 箱根長尾峠にて

定価400円（会員頒価300円）
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　一般社団法人日本地質学会運営規則により，次年分の会費を前納下さいますようお願いいたします．2019 年４月〜 2020 年３月の会費額は
下記の通りです．

１．自動引落を登録されている方の 引き落とし日は 12 月 25 日（火）です．
　2019 年度分会費の引き落とし日は 12 月 25 日です．請求書ならびに引き落とし通知の発行は省略させていただきますのでご了承下さい．こ
れより以前に不足額がある場合には加算され，余剰金がある場合はその分を減額して引き落としとなります．通帳には金額とともに「チシツ
カイヒ」あるいは「フリカエ」，「SMBC」などと表示されますので，必ずご確認下さい．

２．自動引き落としをご利用下さい．
　新たに会費の引き落としをご希望の方は，巻末の振替依頼書を 11 月 13 日（火）までに事務局までお送り下さい．また，すでに引き
落とし手続きが完了している方で，学部学生割引と院生割引会費の適用を希望される学部生，院生（研究生）の方は 11 月 20 日（火）
までに学部学生割引会費・院生割引会費申請書をご提出下さい．期日までにご提出いただけない場合は，正会員の会費で引き落としが
かかります．ご了解下さい．

３．上記以外の方（お振り込み）
　12 月中旬頃までに請求書兼郵便振替用紙をお送りいたします．折り返しご送金くださいますようお願いいたします．

一般社団法人日本地質学会　会計委員会

一般社団法人日本地質学会運営規則
第２章　第７条（会　費）
　学会は会費の年額（４月１日〜翌年３月末日）を次のように定め，
会員は当該年度の初日までにこれを支払うこととする．入会の際には
当該年度の年額を支払うこととする．
　（1�）正会員：12,000 円
�　　�ただし，大学学部ならびに大学院に在籍するものは，毎年度ご

とに所定の申請書を提出した場合，それぞれ学部学生割引と院
生割引を適用し，年会費を 5,000 円ならびに 8,000 円とする．こ
れらに準じる身分の学生についても同様の扱いとする．

　（2�）賛助会員：１口 25,000 円，２口以上
�　　�ただし，諸般の事情により理事会が認める場合は，１口とする

ことができる．
２　�会費の変更は，理事会の議決により，総会の承認を得なければな

らない．
３　�会員は，上記に定める会費を当該会計年度の前に一括納入しなけ
ればならない．ただし，やむを得ぬ理由により理事会が認める場
合は，分納もしくは減免することができる．

４　会費を滞納した会員については次の処置をとる．
　（1）滞納期間が６ヶ月以上となった場合には，地質学雑誌等の会誌

の送付を停止する．
　（2）滞納会費が納入された場合には，送付を停止した地質学雑誌等

の会誌の送付を再開する．ただし，会誌の在庫の関係で送付が
できないことがある．

　（3）地質学雑誌への投稿，講演会での講演を制限することがある．
　（4）会費支払いの督促を受けつつ，正当な理由なく，かつ，退会届

を提出せぬままに会費を滞納した会員は，滞納４年度目をもっ
て，理事会の議決により会員の資格を喪失させ除籍とする．

2019 年度の会費払込について

� 会員資格� 2019 年 4 月〜 2020 年 3 月分会費

※学部に在籍している学生の方，定収のない大学院生（研究生）の方で，それぞれ所定の書式で申請をされた方にのみ割引会
費を適用します．なお，2018 年度までの学部学生割引・院生割引会費についての申請は終了しておりますので，2019 年度会費
にのみ適用となります．

　正会員� 12,000 円
　　〃　（院生割引）※　要申請� 8,000 円
　　〃　（学部学生割引）※　要申請� 5,000 円

災害に関連した会費の特別措置のお知らせ

　日本地質学会では，災害救助法適用地域で被災された会員の方々のご窮状をふまえ，申請により会費を免除いたします．「日本
地質学会に届出の住居または勤務地が災害救助法適用地域に該当する会員のうち，希望する方」は2018年度もしくは2019年度会費
を免除いたします．
　適用を希望される会員は，1.�会員氏名，2.�被災地，3.�被災状況（簡潔に）を添えて学会事務局にお申し出下さい（郵送，FAX，
e-mail、電話のいずれでも可）．

申請締切：2018年11月30日（金）（※次年度会費請求の都合により）
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学部学生・院生（研究生）の方へ「割引会費申請」について

2019年度（2019．4～2020．3）学部学生割引・院生割引会費の受付開始

　一般社団法人日本地質学会運営規則により，学部学生・院生（研究生）については，本人の申請
によりそれぞれ割引会費が適用されます．つきましては，次年度（2019年度）の会費についての申
請受付を開始いたしますので，該当される会員は下記の書式にて申請書を提出してください（郵送
に限る）．会費請求書発行の都合もありますので，請求書発行前の受付〆切りは11月20日（火）
といたします．とくに口座自動引落で会費を納入されている方は，この期日までに申請書をご提
出下さい．なお，これまで（～2018年度）の学部学生割引・院生割引会費についての申請受付は
終了していますので，2019年度分の申請のみ適用となります．

★注意★
　 毎年更新となりますので，次年度会費について該当する方は，必ず申請してください．
　 2019年度から社会人になるかたは，割引会費の申請はできません．

送付先：〒101-0032　東京都千代田区岩本町2－8－15　井桁ビル6階
一般社団法人日本地質学会

2019年度一般社団法人日本地質学会
学部学生割引・院生割引会費申請書

一般社団法人日本地質学会　御中
　　　　私は，運営規則第2章第7条第1項（1）に基づき，2019年度会費の

学部学生割引　　・　　院生割引　　（いずれかに○）

を申請いたします． 

申請日　　　年　　月　　日　

会員番号：

会員氏名：

現在の所属・学年：　

大学 学部  　　　　       学科 年在学中

大学大学院 研究科
専攻

前期 ・ 後期
年在学中

2019年４月からの所属：（現在の所属と同じ場合には「同上」でも可）

大学・大学院名 学部学科・研究科専攻名

上記，本学の学生につき，学部生・定収のない院生（研究生）であることを証明いたします．

指導教員（等）
　　所属：
　　氏名： 印  　

請求書発行前受付〆切

2018年11月20日（火）
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SMBCファイナンスサービス株式会社 

一般社団法人 日本地質学会 会 費 等 

1 8 4 7 6 0 0 0 0 0 0 0 0

蕁03-5444-1533　〒108-6350　東京都港区三田3－5－27

（不備返却先） 
　SMBCファイナンスサービス㈱決済ビジネス事務部 

（金融機関へのお願い） 

－預金口座振替規定－　※ゆうちょ銀行払いは除く。 

ゆうちょ銀行をご指定の場合は自動払込み規定が適用されます。 

法人の場合は、ゆうちょ銀行へお届けの社名、代表者　役名、氏名を省略せずご記入ください。 

ゆ
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行 
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ょ
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行
以
外
の
銀
行 

ゆうちょ銀行 
お 届 け 印 

捨印 
ゆうちょ銀行を除く 

ゆうちょ銀行以外の銀行またはゆうちょ銀行のどちらか一方に記入して下さい。 

（金融機関用） 

SMBCファイナンスサービス株式会社 

取
扱

店 日

附
印

15-16_口座振替依頼書.indd   15 18/10/04   9:02



1
0
1_
0
0
3
2

82
円

切
手

貼
付

住 所
氏 名

裏
面
の
り
し
ろ
①

裏
面
の
り
し
ろ
②

裏 面 の り し ろ ③

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町

　二 丁 目 八
＿ 一 五 　井 桁 ビ ル 内

　 一 般 社 団 法 人 日 本 地 質 学 会 　 御 中

オ 　 　リ 　 　線

オ 　 　リ 　 　線

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線

キ
　
　
リ
　
　
ト
　
　
リ
　
　
線

15-16_口座振替依頼書.indd   16 18/10/04   9:02



　ご希望の方は代金を添えて本会事務局宛お申込みください．なお，２冊以上のお申込みにつきましては送料をお問い合わ
せください．
現金書留または郵便振替　00140−8−28067
　40号以前の論集については，一部在庫がございます．院生・学生４割引，正会員２割引で販売しております．ご希望の方
は学会事務局までお問い合わせ下さい．No. 40以降の論集 : 院生・学生のみ２割引

地　質　学　論　集
第 40 号　 中央構造線のネオテクトニクス—その意義と問題点—．岡田篤正ほか編，250pp., 1992年12月刊，会員頒価3,200円，

〒350円
第 41 号　 中部九州後期新生代の地溝．長谷義隆ほか編，192pp., 1993年６月刊，会員頒価3,100円，〒300円　
第 42 号　西南日本の地殻形成と改変．小松正幸ほか編，357pp., 1993年４月刊，会員頒価3,100円，〒350円
第 43 号　浅部マグマ溜りとその周辺現象の地球科学．村岡洋文ほか編，177pp., 1994年４月刊，会員頒価2,000円，〒350円
第 44 号　島弧火山岩の時空変遷．周藤賢治ほか編，335pp., 1995年11月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 45 号　 シーケンス層序学—新しい地層観を目指して．斎藤文紀ほか編，（売り切れました）
第 46 号　火山活動のモデル化．佐藤博明ほか編，162pp., 1996年９月刊，会員頒価 1,900円，〒300円
第 47 号　日高地殻—マントル系のマグマ活動．荒井章司ほか編，323pp., 1997年４月刊，会員頒価3,000円，〒350円
第 48 号　 Cretaceous Environmental Change in East and South Asia （IGCP350） Contributions from Japan—　岡田博有

ほか編，188pp.，1997年６月刊，会員頒価 2,100円，〒350円
第 49 号　21世紀を担う地質学．新妻信明ほか編，232pp.，1998年３月刊，会員頒価 2,500円，〒350円
第 50 号　 構造地質　特別号—21世紀の構造地質学にむけて—．狩野謙一ほか編，（売り切れました）
第 51 号　 地震と地盤災害—1995年兵庫県南部地震の教訓—．岡田博有ほか編， 162pp.，1998年３月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 52 号　 オフィオライトと付加体テクトニクス．宮下純夫ほか編，316pp.，カラー 10pp.，1999年９月刊，会員頒価3,000円，

〒350円
第 53 号　 本州弧下部地殻と珪長質マグマの生成・活動システム．加々美寛雄ほか編，401pp.，1999年11月刊，会員頒価3,900 

円，〒360円
第 54 号　 タフォノミーと堆積過程—化石層からの情報解読—小笠原憲四郎ほか編，197pp.，1999年12月刊，会員頒価2,900

円，〒350円
第 55 号　ジュラ紀付加体の起源と形成過程．木村克己ほか編，（売り切れました）
第 56 号　古領家帯と黒瀬川帯の構成要素と改変過程．高木秀雄ほか編，253pp., 2000年３月刊，会員頒価2,900円，〒350円
第 57 号　砕屑岩組成と堆積・造構環境．公文富士夫ほか編，240pp., 2000年９月刊，会員頒価2,800円，〒350円
第 58 号　 地震イベント堆積物—深海底から陸上までのコネクション—藤原　治ほか編，（売り切れました）
第 59 号　 沖積層研究の新展開　井内美郎ほか編，212pp.，2006年５月刊，会員頒価2,400円，〒350円

 リーフレットシリーズ
　大地の動きを知ろう—地震・活断層・地震災害—　1995年４月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地のいたみを感じよう—地質汚染Geo−Pollutions 1997年２月発行　会員頒価200円（非会員300円）
　大地をめぐる水—水環境と地質環境—　2001年５月発行　会員頒価300円（非会員400円）
　日本列島と地質環境の長期安定性　2011年発行　会員頒価500円（非会員600円）

 地質リーフレットたんけんシリーズ（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）
　１．箱根火山たんけんマップ—今、生きている火山　2007年５月発行　会員頒価300円
　２ ．屋久島地質たんけんマップ—洋上アルプスは不思議な地質がいっぱい—　2009年３月発行　会員頒価300円
　３ ．城ヶ島たんけんマップ—深海から生まれた城ヶ島—　2010年９月発行　会員頒価300円
　４ ．富士山青木ヶ原溶岩のたんけん—樹海にかくされた溶岩の不思議—　2014年３月発行　会員頒価300円
　５ ．長瀞たんけんマップ—荒川が刻んだ地球の窓をのぞいてみよう—　2016年２月発行　会員頒価300円

 地質リーフレットシリーズ
　１．箱根火山　2007年７月発行　会員価格1,000円（同一リーフレットを20部以上購入の場合割引あり）

 下敷き : 「干渉色図表」・「偏光顕微鏡による鉱物鑑定表」（英語版）１枚200円（非会員300円）

 電子書籍シリーズ
　地学を楽しく！：ジオパーク・ジオツアー・地学オリンピック　　2013年12月発行　［Kindle版/PDF版］　定価1,380円

 講演要旨集ほか
　第118年見学旅行案内書（2011年水戸） 会員頒価2,800円，〒500円
　第117年学術大会講演要旨（2010年富山） 会員頒価4,000円，〒500円
　第117年見学旅行案内書（2010年富山） 会員頒価2,800円，〒500円
　第116年見学旅行案内書（2009年岡山） 会員頒価2,800円，〒500円
　第115年見学旅行案内書（2008年秋田） 会員頒価2,500円，〒500円
　※ このほか，大会講演要旨は，2002年新潟，2003年静岡，2004年千葉，2006年高知，2007年札幌，見学旅行案内書は，

2004年千葉，2005年京都に残部があります．

フィールドノート：学会オリジナル．12×19cm．ハードカバー．レインガード使用　会員頒価１冊500円．
クリアファイル：学会創立125周年記念オリジナル．A4対応両面カラー．3枚１セット500円．

出　版　物　在　庫　案　内
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